
２０２５年（令和７年）７月５日(土) 10：00～

大清水浄化センター 管理棟 大会議室

藤沢市 道路下水道部

第１２回大清水浄化センター連絡調整会議

藤沢市下水道
ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
「ふじまる」
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資料１



下水道の役割
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下水処理の仕組みについて 資料２



下水道の役割下水道の処理区域と施設
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下水道の仕組み
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第１２回 大清水浄化センター連絡調整会議資料

令和６年度

   項　　　　　目

1 水質等測定地点

2 水質等維持管理状況

3 臭気測定結果

4 騒音・振動測定結果

藤沢市道路下水道部下水道施設課

大清水浄化センター維持管理状況

資料３．
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２水質等維持管理状況

流入水量及び発生汚泥量

R６年度 R５年度 R４年度

流入水量 61,210 [m3/日]  59,450  [m3/日]  59,380  [m3/日]

水質日常試験結果 （年最大値）

測定項目 流入水① 放流水② 排水基準値

ＢＯＤ [mg/L] 290 14 25(15)

ＣＯＤ [mg/L] 180 19 25

ＳＳ [mg/L] 260 24 70(40)

ｐＨ [-] 7.1～8.1 6.5～7.3 5.8～8.6

【ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） Ｂｉｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｏｘｙｇｅｎ　Ｄｅｍａｎｄ】

  水中の有機物量を微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素

量で表した、河川の有機汚濁を測る代表的な指標。この数値が大きいほど、
水の汚れの度合いが大きいことを表しています。

【ＣＯＤ（化学的酸素要求量） Cｈｅｍｉｃａｌ　Ｏｘｙｇｅｎ　Ｄｅｍａｎｄ】

  水中の有機物を酸化剤で分解する際に消費される酸化剤の量を酸素量に

換算したもので、海水や湖沼水質の有機物による汚濁状況を測る代表的な
指標。この数値が大きいほど、水の汚れの度合いが大きいことを表していま
す。

【ＳＳ（浮遊物質） Ｓｕｓｐｅｎｄｅｄ　Ｓｏｌｉｄ】

  水中に浮遊または懸濁している直径2mm以下の粒子状物質。浮遊物質

が多いと透明度などの外観が悪くなるほか、魚類のえらがつまって死んだ
り、光の透過が妨げられて水中の植物の光合成に影響し発育を阻害すること
があります。

【ｐＨ（水素イオン濃度） Potential Hydrogen】

  水中の水素イオン濃度〔Ｈ＋〕を示す尺度で、ｐＨが７のときを中性、これより

数値が高い場合をアルカリ性、低い場合を酸性といいます。流入下水は、一
般的に弱アルカリ性です。

【放流水の排水基準について】
pH、BOD及びSSは、水質汚濁防止法及び神奈川県生活環境の保全等に関する条例によ
り、CODは神奈川県生活環境の保全等に関する条例により規制を受けています。
BOD及びSSについては、下水道法で定める計画放流水質を（　）で示しています。

用語の説明

基準値超過はありませんでした
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臭気測定結果　　　　　（　　）は、基準を示します。

6月26日 2月4日 7月11日 2月7日

臭気指数（規制値） <10 (15) <10 (15) 6月24日 1月28日 6月24日 1月28日 10(31) 13(31)

風向 [ - ] 東 南東 アンモニア <0.6 <0.6 <0.6 <0.6

風速 [m/s] <0.1 0.2 メチルメルカプタン 0.041 0.00 <0.0007 <0.0007

臭気指数（規制値） <10 (15) <10(15) 硫化水素 0.490 <0.006 <0.006 <0.006

風向 [ - ] 西 南南東 硫化メチル 0.0030 <0.002 <0.002 <0.002

風速 [m/s] 0.1 1.2 二硫化メチル <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

臭気指数（規制値） <10 (15) <10(15) 臭気指数（規制値） 29 19 <12(26) <12(26)

風向 [ - ] 東北東 東北東 アンモニア <0.6 <0.6 <0.6 <0.6

風速 [m/s] 0.2 0.1 メチルメルカプタン 0.0020 0.012 <0.0007 <0.0007

臭気指数（規制値） <10 (15) <10(15) 硫化水素 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

風向 [ - ] 北東 南西 硫化メチル 0.021 0.011 <0.002 0.010

風速 [m/s] 0.5 0.4 二硫化メチル <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

臭気指数（規制値） 21 22 16(26) <12(26)

アンモニア <0.6 <0.6 <0.6 <0.6

メチルメルカプタン 0.0017 <0.0007 <0.0007 <0.0007

硫化水素 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

硫化メチル <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

二硫化メチル <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

臭気指数（規制値） 19 14 <12(29) <12(29)

アンモニア <0.6 <0.6 <0.6 <0.6

メチルメルカプタン 0.68 0.31 <0.0007 <0.0007

硫化水素 0.16 0.060 <0.006 <0.006

硫化メチル 0.073 0.040 0.017 <0.002

二硫化メチル 0.031 0.047 <0.003 <0.003

臭気指数（規制値） 35 25 14(34) <12(34)

ウ　放流水②（3号基準） 単位 [ - ]

臭気指数（規制値）
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ア　敷地境界（1号基準） 単位 臭気指数 [ - ]
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悪臭防止法第3条及び第４条の規定に基づき、悪臭

について規制地域と規制基準に関し、藤沢市長が告示

で規定しています。それにより藤沢市域では、人の嗅

覚を用いて悪臭を判定（官能試験といいます。）する臭

気指数で規制されています。
大清水浄化センターではこれを受け、敷地境界（1号

基準）、脱臭施設出口（2号基準）及び放流水（3号基
準）について、臭気指数による臭気測定を実施していま
す。また、脱臭設備においては、設備の運転状況を把
握するため主な悪臭物質の測定も継続して実施してい
ます。

大清水浄化センターが立地する場所は（都市計画法
上の用途地域）準工業地域（2種地域）であり、敷地境
界の基準（1号基準）は、15と規定されています。なお、
住居系地域の当該基準は、10と規定されています。

測定項目について

【臭気指数】
「臭気指数」とは、臭気の強さを表す数値

で、においのついた空気や水をにおいが感
じられなくなるまで無臭空気（無臭水）で薄
めたときの希釈倍数（臭気濃度）を求め、そ
の常用対数を10倍した数値です。

臭気指数＝10×log(臭気濃度)

用語の説明

基準値超過はありませんでした
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基準値超過はありませんでした

４騒音・振動測定結果　　　　　

1.　測定日　　2024年12月24日 3.　騒音・振動の規制基準

2.　測定場所及び結果    測定単位:[dB] (1) 騒音の規制基準　　単位:[dB]

(1)塩素混和池付近敷地境界　⑪ 市街化調整区域に隣接 時間

時　間 騒音測定値 時　間 振動測定値 機器運転 区域

昼間8～18時 45 通常運転中

夜間18～23時 47 通常運転中

深夜23～6時 44 通常運転中

早朝6～8時 45 通常運転中

(2)横浜市側敷地境界　⑫ 工業地域に隣接

時　間 騒音測定値 時　間 振動測定値 機器運転 (2) 振動の規制基準　　単位:[dB]

昼間8～18時 46 通常運転中 時間

夜間18～23時 46 通常運転中 区域

深夜23～6時 42 通常運転中

早朝6～8時 46 通常運転中

(3)管理棟付近敷地境界　⑬ 第２種住居地域に隣接

時　間 騒音測定値 時　間 振動測定値 機器運転

昼間8～18時 52 通常運転中

夜間18～23時 51 通常運転中

深夜23～6時 41 通常運転中

早朝6～8時 51 通常運転中

(4)藤沢清流高校側敷地境界　⑭ 第１種住居地域に隣接

時　間 騒音測定値 時　間 振動測定値 機器運転

昼間8～18時 46 通常運転中

夜間18～23時 43 通常運転中

深夜23～6時 40 通常運転中

早朝6～8時 47 通常運転中

※騒音の測定値については、90%レンジの上端の数値。

　 振動の測定値については、80%レンジの上端の数値。

8:00～18:00 18:00～23:00 23:00～6:00 6:00～8:00

32

8:00～19:00 19:00～8:00

準工業地域
⑪⑬⑭

60 55 47.5 55

準工業地域
⑫

65 60 50

30未満

30未満

昼間8～19時

夜間深夜早朝
19～8時

昼間8～19時

夜間深夜早朝
19～8時

昼間8～19時

夜間深夜早朝
19～8時

昼間8～19時

夜間深夜早朝
19～8時

30未満

30未満

30未満

30未満

37

60

準工業地域
⑫

65 55

65 60

準工業地域
⑪⑬⑭

用語の説明

【デシベル（ｄＢ）】
騒音、振動の単位で、基準となる音（振動）の強さとある音（振動）の強さとの比

をとってこれを対数表示し、その数値を１０倍したものです。日常生活での騒音の
大きさは、一般の住宅内 40～50dB、走行中の自動車内 60 dB、電車の中 80 dB、
車のクラクション 110 dBなどとなります。

用語の説明

【デシベル（ｄＢ）】
騒音、振動の単位で、基準となる音（振動）の強さとある音（振動）の強さとの比

をとってこれを対数表示し、その数値を１０倍したものです。日常生活での騒音の
大きさは、一般の住宅内 40～50dB、走行中の自動車内 60 dB、電車の中 80 dB、
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大清水浄化センターの主な事業について 資料４
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目次

1 社会的背景

2 国の動向

3 ふじさわ下水道ビジョン・中期経営計画

4 藤沢市の取組

5 今後の取組

今後の事業について（汚泥肥料化の取組）

資料5．
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三要素 各成分の働き

窒素(N) 植物(特に葉)の成長を促す

りん(P) 開花結実を促す

カリウム(K) 根の発育を促す

肥料とは植物の栄養として土壌や植物に施されるものと
定義されており、植物にとって必要な成分が含まれている

農業をはじめ、人々が生活す
る上で必要不可欠です

1 社会的背景
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世界情勢の変化に伴い、輸入量・価格が不安定になる・・・

肥料の主原料である「りん」は輸入に頼っている

R4/9/9「食料安定供給・農林水産業基盤強化本部」にて

総理発言
「農林水産大臣を中心に、下水道事業を所管する国土交通省
等と連携して、下水汚泥・堆肥等の未利用資源の利用拡大に
より、肥料の国産化・安定供給を図ること」

下水汚泥・焼却灰にはたくさん肥
料成分が含まれます

1 社会的背景
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国土交通省

『発生汚泥等の処理に関する基本的考え方について』（令和５年３月１７日）

全国の自治体に対し

「発生汚泥等の処理に関しては、肥料利用を最優先とし
最大限の利用を検討すること」

下水汚泥・焼却灰の多くは、
埋⽴や建設資材として再利用されています
一方で、肥料利用は約1割にとどまっています

2 国の動向
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この規格に認証された汚泥や焼却灰は様々な肥料
メーカーの肥料原料として扱われやすくなります

農林水産省

『肥料の品質の確保等に関する法律に基づき
普通肥料の公定規格を定める等の件の一部を改正する告示等』

（令和５年9月１日）

汚泥資源の肥料利用を促進するため、品質管理を徹底し、
肥料成分を保証できるものとした新たな公定規格として
「菌体りん酸肥料」を創設

菌体りん酸肥料と認証されるには主に・・・

①重金属の含有量が基準値以下
②肥料成分(りん酸全量) 1.0％以上

2 国の動向
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基本方針３ 美しく豊かな環境づくり
【施策11】 循環型社会に向けた資源の再利用

藤沢市の汚泥・焼却灰が
肥料利用に値するのか？

3 ふじさわ下水道ビジョン・中期経営計画
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4 藤沢市の取組 (R5年～ R6年)
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(1) 肥料としての可能性を分析から模索

脱水汚泥

りん酸全量
3.1%

りん酸全量
32％

ア.重金属は基準値以下

イ.肥料成分として菌体りん酸肥料登録
に必要なりん酸全量を確認

菌体りん酸肥料として、肥料利用できる
可能性が示唆された

4 藤沢市の取組 (R5年～ R6年)
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(2) 肥料化に関する情報収集の取組

脱水汚泥

肥料原料として利用する方法に可能性があるとの情報を得た

焼却灰

脱水汚泥の肥料化は量的観点において県内需要が見込めない

4 藤沢市の取組 (R5年～ R6年)
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(3) 本市としての基本的な取り組み方（方針）を整理

ア 焼却灰の肥料利用を検討する

イ 費用負担・投資は最小限にする

ウ 全量肥料化ではなく、まずは可能量から始める

菌体りん酸肥料に登録を目指す

「下水汚泥資源の肥料利用に関する手順書」の
検討フローに合致しています

あくまでも肥料メーカーに対する肥料原料供給者の立ち位置とする

既存施設・設備を流用するものとする

4 藤沢市の取組 (R5年～ R6年)
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4 藤沢市の取組 (R6年～現在)
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(２) 菌体りん酸肥料登録に向けた取組(継続中)

ア 重金属・肥料成分の分析、植害試験の実施

イ 重金属濃度変動、肥料成分の発現安定性、に関するに関する調査研究開始

ウ 焼却灰菌体りん酸肥料登録の先行自治体の視察 (2024/10/29 埼玉県現地視察)

エ 肥料登録に向けた資料作成

登録に必要なデータ等を採取中

季節変動や濃度変動要因を調査中

分析方法や運用方法などを学んだ

登録機関と相談し、必要な資料を準備

R7年度中に登録できるように準備を進めています

4 藤沢市の取組 (R6年～現在)



24

(３) 取引先確保に向けた取組(継続中)

ア 農林水産省主催のマッチングサイトに登録

イ 肥料メーカーとの取引に関する意見交換

(４) 市民理解に向けた取組(継続中)

ア 下水道フェアにて啓発活動を実施

(５) 農業水産課との連携(継続中)

ア 農業関係者も交えた意見交換、情報交換を実施

本市焼却灰の成分特性などをアピール

受け入れの可能性はゼロではない(今後も意見交換を継続)

4 藤沢市の取組 (R6年～現在)
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(1)菌体リン酸肥料登録に向けた取組を継続

重金属濃度変動に関する調査・研究を継続
肥料成分の発現安定性に関する調査・研究を継続

(2)取引先確保に向けた取組を継続

(3)市民理解に向けた取組を継続

(4)農業水産課との連携

その他、様々な情報収集を継続して、
柔軟性をもって対応していく

5 今後の取組 (現在～)



参照:ふじさわの下水道（25ページ）

・下水道フェアのお知らせ
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下水道PR事業について 資料６



藤沢市下水道PR実行委
員会のインスタグラムで
は、藤沢の下水道に関す
る様々な情報を発信して
おります。

ぜひフォローしてくださ
いますよう
お願いいたします！

藤沢市下水道PR実行委員会のインスタグラムは、こちらから!
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下水道PR事業について

・インスタグラムのご案内



大清水浄化センターの植栽管理について 資料７
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2025 年（令和 7年）7月 5日 

 

大清水浄化センター連絡調整会議 

自治会・町内会の皆様 

 

大清水浄化センター長 

 

大清水浄化センター周辺樹木の植栽管理について（お知らせ） 

 

 

 盛夏の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃から本市下水道行

政にご協力をたまわり感謝申し上げます。 

 

さて、大清水浄化センター周辺の樹木は、大清水浄化センター建設当時から環境

保全林として皆様に親しまれてきたものです。昨今、樹木が大きく育ち、防犯や安

全等の観点から、剪定、切り下げ、間引き等が必要になりました。 

過年度より実施して参りました植栽管理について、今年度以降も添付資料の実施

内容に基づき、継続して計画して参りますので、宜しくお願い致します。 

 

なお、令和７年度の樹木剪定、切り下げ、間引き等の作業は、大清水小学校前に

高所作業車、ガードマン、カラーコーン等を配置し、歩行者の通行に支障がないよ

う十分配慮して実施いたします。皆様にはご不便をお掛けしますが、宜しくお願い

致します。詳しくは、添付資料をご覧ください。 

 

 

１ 作業場所：大清水小学校前（添付資料 Ｂ部） 

         

２ 作業期間：令和８年１月から３月（日、祝日を除く） 

 

３ 作業時間：８：３０～１７：００ 

 

以上 
 
 
 

（事務担当）〒251-0002 

神奈川県藤沢市大鋸１，５００番地          

        藤沢市 道路下水道部 下水道施設課 

          大清水浄化センター 堀 日向 

          電話 0466-81-8899 

                  FAX  0466-83-4066 

資料７ 
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議事録の回覧について 資料８．
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